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新年号(冬号)

新年を迎えて

理事長  野沢浩尉

明けましておめてとうこざいます。

本年もよろしくお願いします。

職員から大工さんになりたい園児がいると聞′

中学生のA君です。将来大工さんになりたいカ

くれないかと、申し出がありました。なぜ私′

私は、姜徳回の理事長とは別に建築金物建材

“事をしております。大工さんの仕事は商売上少しばかりの知識はあります。
またキャンフ場の建物で丸太を使用し、鬱考書を元に友人の力を借りで、ログハウスを完成
させました。子ども用の遊具も作りました。その実績を認めて弟子入り (?)かなと思いま
す。姜徳園での子どもの教育の一環としてグループ活動を通してキャンフ場での仕事のお手
伝いをしていただきました。アルミ缶をつぶしてお金に替えてもらう仕事、大量に出る落ち

葉さらいの仕事でした。A君は気に入らないときは何も仕事をしないで寝転んだり気が向く
と仕事をしたりでした。この仕事とは別に国児が使う小物入れの箱を作つてもらいました。

充電式の ドライバードリルを使用し木エビスを使つて組み立てをし塗装して完成させまし
た。素晴らしくよく出来上がりました。電動工異の使い方も簡単に会得しました。この時ば
かりは仕事に夢中になり満足した機子でした。工作の楽しさが分かつたのかなと思いまし
た。物を作る時の楽しさ、苦労し作り上げた時の嬉しさ充実感を味わうことが出来たのかと
思いました。

施設を出て社会人として自立するにしても技術技能を身に付けるという事は大切な事で
す。

今から気をいれてその気になつて苦労をして技術を身に付けることが出来れば
になれることも夢ではない。頑張れるなら頑張つてもらいた
い。夢を長く持ち続けてもらいたい。
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10/5南小運動会

―薇 団え

霙 9/28幼稚回運動会
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: マルハン那須塩原店サンタさんが、お

: 菓子のプレゼントを子どもたちに届け

: てくれました。ありがとうございます。

:12/23養護園クリスマス会   :

今年も、サンタの会さんが来園してく

にんじゃりばんば

ん踊ったぞ |!
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ガラスエ房にJЬ 戦

★かわいいコツプ

が完成～♪

～そよかぜユニツ ト

②

:れ、プレゼントを渡してくれました。  :
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のアルバム
養徳園

28～ 29日 高齢児合宿

朝 日岳に登つてきました。

景色が最高でした !!

22日 奉仕作業

みんな進んでお手伝いしてくれました☆

創立記念 日を迎え、養徳園も56歳 になりました。
式典では、みんなの頑張 りを表彰しています。

23日 クリスマス会

お客様をお迎えするためにみんな張り切つてます ♪

◎

6日 小学校運動会、12日幼稚園運動会

みんなとってもよくできました !

毎日練習頑張った成果が出せました☆
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桐 油 ア雛 欄臓

喀 ちなか元気くらぶJサロン
招待

は ちづくιlネッ円 ―ク・笑
顔機)

たこやきを作るのも楽しい !

毎回子ども達が楽しみにして
います。 (喜養)

1『須野●l原公□読出alll

(つけきの会1『須塩原家留様)

一緒にお弁当のおにぎりを作つて、天気
のいい大きな公園で体を思いきり動かし

て遊んできました。(喜養)

おいしい食事をおなかいっぱ

いいただきました。 (喜養)

サット 観戦

(栃ホSC機 )

大好きなサッカー

を目の前で見られ

て嬉しかつたで

す !(喜養)

三■
~カス招時 (ポ

'7サ
ーカス様)

:初 めて見るサーカス、楽しんで帰つてきまし

:た。 (氏家 喜養)

1・・・・ ・

ア イ スホ ッケ ー観 戦
(日光アイスパックス様)

白熱した試合 に子ども

達は大興奮 !(喜養 )

:屡義
`卜

、着付け、メイ
:ら■讐」:二 1
した。(喜養)

1『須与―応擬隊様)

バーベキューだけでなく焼き
:

そばポップコーンわたあめと:

盛りだくさん。与―くんとルリ:

ちゃんとも遊んでもらいまし:

レス門 ン招待 (レス疇 ン チャ手様)

こびこの森招待
(こびこの森様)

那須町にあるベンション
に招待していただきまし
た。子ども達はとても楽し
んでいたようです。(喜養)

:サンタの会 l■ンタゆ会機) :
:た くさんのサンタさんが歌つて

:

:踊つてくれました (氏家、喜養):

:した。(氏家)

′●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1

:乳児院ク1′スマス会 (清生会乳児院 1陶 :

:自 分もこんなに小さかつたの ?と不思議
:

:がる子どももいました。(氏家、喜養)  :
].........● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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′ヽ一じ―サンタ来固

椰 栃木手ャ7ター檬)

たくさんのサンタさんがハーレーのバイク
に乗つてきてくれました。(喜養)

た。 (喜養)

:窓拭●           :
:(さくら市硬生保護セ性会様):
:きれいな窓で気持ちよく年が越 :

:せました。(氏家、喜養)   :

ありがとうございました



里親交流会

里親さんがとてもよく子

どもたちと遊んでくださ

り、子どもたちも楽しかつ

たようです。また来年を

楽しみに(*^∫ *)

鬼怒グリーンパーク
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2013年 11月 9日

養徳園・氏家養護園

11lt,|

今年の七五三は全部で7人 !みんな朝早くから

着物に着替え、御嶽山神社にお参りしました。女

の子は、お化粧もしてもらいちょっぴりお姉さんに

なつた気分 !きれいでしょ(*^^*)男の子も袴姿

はかつこよかつたね。(^。
^)

秋空の下、養徳園・養護園・県北児相・里

親家庭合同 里親交流会が開催されまし

た。咲きほこるコスモスの中、子どもたちの

元気な笑い声があちこちで響いていました tン

お昼はパーベQ!!

お肉もいつぱい !焼きそ

ばもお野菜も・ 里親さ

んと一緒に食べたよ(*^^)

北ユニ



ユニツ ト紹介

D?Lずな?〇〇〇?〇・ゲ魯籠目o?oOo90°o?』・選?
野辺山の家

小学生低学年の男の子1人、中学年の男の子1人、女の子2ス、中学生の女の子1人、高校生の
女の子lスの6名が生活していきす。失敗しても励告し合いながら、にぎやか ,?な毎日を送つ
ています。年齢差はもちろんですが、ゆつくり成長している子もいて1人 ひとりきまざまで
す。生活は、みんなで作つていきたい。安心できる場所、自分の思いな音葉に出せる場所、書
囲気作りを心がけています。

オアシス

現在.男児5名、女児1名、職員3名の9名です。みんな活発で明るく実績で生活しています。
上が高校生、下が小学3年生ι離れていますが、ケンカすることもなく共に助け合つて楽しく
しています。
1人ひこりが自分の象のように思えるような書田気を作つていきたいこ思いきす。

なのはな

4月 より分園こしてスタートし、夏に家庭復帰やユニット移動で現在中学男児2名、小学男
児2名、Jヽ学女児1名、幼児,名 の6名 の子どもたちです。

Jヽきな集回の中で、子どもたちにとつて心地自い居場所を作れるように、会話をたくさんじ
温かいユニットを目指していけるよう日々を大切に過ごしていきたぃと思つています。

載嘔 thキ .b,社ぽ い。
養 渡 口

。
式

…
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みやこ象

高校生の男子が6名、職員3名の地域小規模児童春議施設です。高校生ということもあり、み
んなで何かなということは少ない生活ですが、一人ひとりが部活やバイトを頑張りながら、日
前に控えた自立に向けて歩んでいきす。

琴平の家

高校生6名●t毎 日元気に生活しています。学校生活に00えてアルバイトも頑張つていて、自
立に向けての目標を持ちながら経験を積んでいます。時々、全員で旅行や外食に出かける機会
があり、楽しい思い出となつています。

子どもたちが『ゆつたりした気持ち」で過ごせるような書田気を大●|に して、生活感のある
環境を作りたいです。そして、毎日の生活を通して「つながり」を深めていきたいです。

◎
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支援着0鵬 このコーナーは、ぃつも様々な形でご支援ぃただぃてぃるみな
さんから養徳園・養護園への想ぃを寄せていただきます。

今回は自立部等で薔徳□をご支援くださっているた太郎さんと、義護国で初めての試み
であるフラワーアレンジメント数室に講師にして来て下さった卒日生の平lll将太さんに想いを
報っτいただ0すした。

音 プ ロボクサ ー、今

はカリスマ美容師。

毎月第2・ 第4日 曜日

の夜7時から9時、ん

漁,セ をセ叫由・・̈
太郎 さん によ る「自立部」が開か

れ、毎回10数名が参加 している。内

容はボクシングと美容の請習。きび
しい練習の時もあれ ば、説教の時

も、また夢を語り合うことも。
一昨年の4月 から活動がスター ト

した自立部。確実にその成果が出て

いる。高2の」君は週末、ん太郎さん

の美容室で職業体験。美容師を目指
して本格的に活動中だ。

ん太郎さん、これからもよろし<
お願いします。

(総合施設長福

0二 ● 中 ・車 幸 ヽ中 ・0'中
『フラワーア レンジメン ト教室で感 じたこと』

氏家養護回OB 平川将大
僕が、今の会社に勤め始めてから今年で6年目になります。花層で動め始めるきつかけは、氏

家養謹国の大谷□長でした。前の会社が倒産し、何もすることがなかつた僕を思つてのことでし
た。きつとその時、僕も国長もこんなに組くとは思つていなかつたと思います。最初は、花の事
なんか何にもわからず、気にしたこともなかつた僕でしたが、今では少しずつ花屋らしくなつて
いると思います。
そんな僕が、先日育つた施設「氏家養護□」でのフラワーアレンジメント教室に購師として行

きました。最初、社長から話を聞いたとき、楽な仕事だなあと軽く考えていました。しかし当日
行つてみると、いつもの養護国とは少し違つていました。昔段の仕事では知らない人とでも接し
ている僕が、義護国の知つている子どもたちや職員さんを相手にしている方が、すごく緊張して
いたことに自分でも驚いたのを覚えています。僕にとってもたいへん有意義な充実した0ととき
でした。このような貴重な経験をさせてくれた氏家養護国の職員さんや会社の社長に感謝すると
同時にもつともつと頑張らないとと感じております。
そして、卒園生同士、さらには卒園生と在回している子どもたちとの関わりが増え、僕たち氏

家養護□OBが後輩たちに少しても役に立つことができれば職員の皆さんへの思返しになるのかな
あと考えております。

またこのような機会が設けられ、子どもたちとの関わりが増えることを楽しみにしています。
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ん太郎さんをご紹介します
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喜養

ありがとうございます。多くの方々の善意に支えられています

【寄  付 】
小越ミホ子 阿見大哉 石塚崇 市川―真 ガし谷誠至 フードバンク 社会復帰促進センター 加藤茂之 カロ藤美恵子
谷田幸政 桧山智子 薄井徳治 滝ロスポーツ 斎藤康浩 日光東照宮 大塚耕邦 花塚和伸 矢吹るみ子 馬場和幸
細田慶信 野辺幸枝 高瀬志郎 村上―典 (有 )スーパー魚武 マルハン 桜井伸彰 更生保護女性会
森尻正明 浜野敏雄 全国シャンメリー協同組合 あつたか那須与一応援隊 大武秋雄 渡辺誠―

根岸惣一 大島幸子 上野屋商店 カロ藤昭志 カネイチ コムテック(株)斎 藤久美子 ダイエー 羽田観光
青島功子 毎日新聞 (株)プレナス 日本鏡餅組合 宅原重行 宅原秀夫 五十嵐自動車 吉澤一 野沢治尉
H・ 0・ G栃木チャプター 磯ヶ谷正徳 日光アイスバックス 山田和子 大村勝範 サンタの会 土屋利夫 土屋和子
鷹栖律子 古山営子 角田尚子 田野達雄 金子憲―  加藤雅子 菱沼チイ 岡本圭司 青木茂幸
谷口茂樹 福田克之 中村信也 荒川文子 羽切紀子  (有 )安全保障警備 小澤早首 近藤喜興子 栗田治江
小林正樹 佐藤英子 藤川豊子 西那須野教会 榎本佳津枝 栗橋清行 栃木県共同募金会 金子哲也
岡本チヨ Jヒ関東マツダ栃木事業部 渡部裕之 岡本麻利子 庄助会 益子一典

宇都宮東ロータリークラブ夫人の会  佐々木宣彦 鈴木稔夫 稲本敦子 手塚良作 越沼年子 深尾淳
鈴木好道 塩澤幹雄 黒尾真―伊達悦子 蓑輪雅江 土井五郎 青山吉博
福田和正 鈴木新聞店 藤井康夫 法人役員

氏姜 いマルハン那須塩原店 いマルハン氏家店 榊チュチュアンナ 喜連川社会復帰促進センター

添田年子 矢野貴美子 日本スポーツ用品協同組合連合会 田島貴子 更生保護女性会 栗田治江
ギュウゾウ農場 小池舞 門司―徹 浜野敏雄 桜井伸彰 妙福寺 熊谷豊子 小林石油
さくら第二保育園 い中央セントラルガス高根沢営業所 ますや洋品店 榊プレナス 佐藤英子
絵本雑貨R10N公益財団法人毎日新聞東京社会事業国 全国シャンメリー協同組合 野沢浩尉
野沢則子 福田雅章 大島得 田野達雄 l‖ 原冨士男 鈴木秀和 栗橋清行 鉢村八重 ′

lヽ堀泉
サンタの会 日光アイスバックス 伸北関東マツダ栃木事業部 みるくらんどやまもり 匿名1名

【ボランティア・招待事業】

喜姜 まちづくリネットワーク実顔 レストランチッチ 日光アイスパックス ポップサーカス つばさの会 大出まゆみ
あつたか那須与一応援隊 さくら市更生保護女性会 H・ 0・ G栃木チャプター サンタの会 宇都宮乳児院
こびとの森 美容室リコ 御嶽山神社 滝口由美子

氏姜 サンタの会 さくら市更生保護女性会 宇都宮乳児院 マルハン那須塩原店従業員 栃木県生花商協同組合
プロレスノア

● 0000● 000o000000000000● 000
0
0☆ホームページに、プログ「養徳園日記」が公開されてい
●ます(養徳園の日々の様子がわかります)。 また、ホーム

三ど、ご≦晋橿ll下
がカラーで掲載されていますのでぜ

● ☆広報誌に関するご意見・ご感想等がございま したら、
●下記までお寄せください。

・  〒329-1412 栃木県さくら市喜連川1025

況 12月 1日現在

喜 養 男 女 合 計

幼 児 3名 3名 6名

小学生 13名 17名 30名

中学生 5名 4名 9名

高校生 3名 5名 8名

その他 1名 1名 2名

合 計 25名 30名 55名

氏 養 男 女 合 計

幼  児 4名 5名 9名

小学生 15名 5名 20名

中学生 3名 6名 9名

高校生 6名 8名 14名

その他 0名 0名 0名

合 計 28名 23名 51名
☆小規模オアシス・野辺山の児童は喜養、
みやこ家・琴平の家は氏養に含む。
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